
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 塗料に含まれる顔料成分は微粒子であり、通常の遠心機では充分に沈降させることが困難でした。

また、最近の粒子製造技術により、顔料成分は数十 nm と更に微粒子化されています。これらのナノ

サイズの微粒子分離には、100,000×g 以上の超遠心機が有効となります。 

 今回は、遠心管１本あたり約 25ml の試料を 105,000×g で分離した例を紹介します。使用ロータは 8

本架けですので、25ml×8 本＝200ml の処理を一回の遠心で行うことができます。また 12 本架けロー

タを使用すると最大 300ml の処理も可能です。 

  

 
 

１．遠心分離条件 

   遠心機： CP100WX 形分離用超遠心機 

   ロータ： P70AT 形アングルロータ（8 本架け） 

   遠心管： 30PA ボトル（実容量：26ml） 

   回転速度： 32,000rpm 

   最大遠心加速度： 105,000×g 

   時間： 40 分 

   温度： 10℃ 

   サンプル：青色塗料試料 

 

２．実験結果 
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３．解説 

この分離結果から、本試料における沈降成分の粒子径は 50～100nm 程度と推定されます。 

（粒子の密度：1.2g/cm3、溶媒は蒸留水（密度：1g/cm3、粘度：0.01P）、粒子の形状：完全球形と仮定）  

弊社超遠心機を使用することにより、塗料中の顔料成分 50～100nm 程度の粒子を数百 ml 処理

可能となります。 
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